
第４回 米国国際がん予防学会 
■２００５年１０月３０日～１１月２日　米国メリーランド州・バルチモア 

■日本語訳 
今回の研究は、天然物であるフラボノイド、薬用植物のタベブイア・

アベラネダエ（タヒボジャパン社）とクルクミンによる一酸化窒素（NO）
ドナー誘発発がんに対するがん予防効果の研究である。これらの研
究はまたSENCARマウスの皮膚において、NOドナーであるパーオキ
シナイトライト（PN）を作用させる前後１週間の間、これら天然物を摂
取することでその抑制効果も検討するものである。基礎的な検討にお
いて、種々の研究の結果、これらの試験を行った化合物が有する、
抗酸化作用がマウス二段階発がんでの化学発がん剤によるイニシエ
ーションならびにプロモーション作用に効果があることがわかった。こ
れらの研究の過程で雌SENCARマウス（６週令）の皮膚にPNを塗布、
その１週間後より週２回TPAを２０週間処理したところ、陽性コント
ロールとして腫瘍の発生率が１００%、腫瘍数が７個と試験終了時点で
認められた。 
ここで示している天然物を２週間だけイニシエーション段階で摂取

させたところ、我々の観察で発生率が６０から７０%減少したことから、
これら天然物にはPNによる誘発段階で影響を示すことが判明した。
我々は、この作用の詳細な機序を構築するためにウエスタンブロット
法を用いて、PNによる主要な情報伝達経路であるH-Ras, MEK, 
p３８レベルでの解析を行い、基礎的なデータとして、これらの天然物が
この経路であるMAPK経路に作用することを見出した。 
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｢Chemoprevention of Nitric Oxide Donor Induced Carcinogenesis by Natural Source Compounds」 
天然物を材料とした化合物による一酸化窒素誘発発がんに対するがん予防 

4th Annual AACR International Conference

Harukuni Tokuda and Hoyoku Nishino (Department of Biochemistry, Kyoto Prefectural University of Medicine)
Akira Iida (Formerly, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Kyoto University)

統合腫瘍学会～第２回 国際会議① 
■２００５年１１月１０日～１２日　米国カリフォルニア州・サンディエゴ 

■日本語訳 
ヒト由来リンパ芽球様細胞に対する短鎖脂肪酸と発がんプロモー
ターであるジテルペンエステル（TPA）の相乗作用を利用した新規スク
リーニング法を用いることにより、Epstein-Barrウイルス（EBV）の活性化
を指標として発がんプロモーター活性を阻害する天然物質（抗発がん
プロモーター、がん予防剤）を迅速に検出できるようになった。このin 
vitro短期検出系を用いて1000個を超える試料を検討し、発がんプロ
モーター活性を有する物質を100個以上同定した。我々は、ブラジル産
薬用植物の1種であるタベブイアアベラネダエ（TA）の抽出物が強力な
阻害活性を示し、その活性はがん状態における健康状態の維持を
促進するものと考えている。補完および代替治療としての効果に関
する物質の評価研究過程において、我々は、TA抽出物により総合的
効果が得られる可能性を検討しようと試みた。n-酪酸、TPAおよびTA
抽出物またはその成分を培養液に添加したところ、TA抽出物または
その成分は、この検出系において有意かつ用量依存的な阻害作用を
示した。これまでに得られた以上の実験データは、TA抽出物ががんに
対する代替治療として役割を果たすことを強く示唆するものである。 
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｢Evaluation of the Anti-Tumor Promoting Activity of Brazilian Medicinal Plant, Tabebuia 

avellanedae Extract in Established Short Trem in vitro Assay System」 
確立されたin vitro短期検出系を用いたブラジル産薬用植物タベブイアアベラネダエ抽出物の抗発がんプロモーター活性の評価 

Society for Integrative Oncology - Second International Conference

Harukuni Tokuda (Department of Biochemistry, Kyoto Prefectural University of Medicine)
Akira Iida (Formerly, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Kyoto University)
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